
安来市立小中学校適正配置基本計画
に基づく学校再編の状況説明会

「第二中学校、伯太中学校の再編」 
「伯太地区４小学校の再編」 

安来市教育委員会

～安来市立小中学校の目指す望ましい教育環境の整備に向けて～



なぜ今、小中学校適正配置の検討をするのか？

次世代を担う子どもたちに必要な
資質・能力を育むため、教育環境
を整える必要がある

教育環境・社会環境の変化

１、情報化社会の進展
２、学びの変化
３、人口流出・少子高齢化の進展
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これまでの検討の経過

令和３年度

令和４年度

令和５年度

教育政策推進会議設置

安来市立小中学校適正配置基本方針策定

･市報掲載 
･「基本方針」全戸配布

･審議会会長 講演会
･「基本方針」説明会
       (事務局主催52回)

･審議会会長 研究報告会
･市報掲載
･HPでの情報提供

･住民との意見交換会
       (審議会主催５回)

･先進地視察(事務局)

･市報掲載
･「基本計画」(案)説明会
･パブコメの実施
･HPでの情報提供
･「基本計画」全戸配布

安来市小中学校適正配置審議会 条例設置

安来市小中学校適正配置審議会へ諮問

安来市小中学校適正配置審議会 ９回

安来市小中学校適正配置審議会 ３回

安来市小中学校適正配置審議会より答申

安来市立小中学校適正配置基本計画策定
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◆生徒数の 見込み(人) ◆
                                                  (人) 
 

◆再編の理由 ◆

・「協働的な学び」を充実させるため、学級内でペア･グループ等の集団で学習活動が必要である。
 ２校が１校になることで学習活動が充実する。 
・二中は、R５年度で各学年20人から30人でありクラス替えがなく今後もこの状況は続くと考え
 られ、R17年度にはさらに全校生徒が60人程度になる見込みである。 
・伯太中は、R５年度で各学年30人から40人台でありクラス替えがない学年もあり今後もこの状
 況は続くと考えられ、R17年度には各学年20人程度になる見込みである。 
・教科担任の兼務を解消する必要がある。
・学年間・教科間で教員相互が十分に協議できる規模になる。
・地域的つながりを重視し、二中と伯太中の再編とした。 
◆校舎の考え方◆

・場所を選定し、新設する方向で検討する。

 
 

第二中学校・伯太中学校の再編

R5 R11 R17
第二 ８１ ８６ ６３

伯太 １１９ ９９ ５４
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◆児童数の 見込み(人) ◆
                                                  (人) 
 

◆再編の理由 ◆

・「協働的な学び」を充実させるため、学級内でペア･グループ等の集団で学習活動が必要である。
 ４校が１校になることで学習活動が充実する。 
・安田小、母里小は、単複学級を繰り返す学年が出てくる可能性がある。単複の繰り返しによる
 指導のしづらさがあり、児童に負担が生じる。
・より充実した教職員の指導体制を整えることができる。 
・現在でも、修学旅行など交流活動や交流学習も進んでいる。スポーツ少年団での交流がある。 

◆校舎の考え方◆

・必要な改修を行い、伯太中学校校舎を含め、既存校舎の活用を考える。

 
 

安田・母里・井尻・赤屋小学校の再編

R5 R11 R17
安田 ７４ ５０ ３７

母里 ６５ ４９ ３２

井尻 １７ １０ ６

赤屋 ２６ ２２ １８
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再編についての
  合意形成

  ・再編の合意
  ・再編の時期 
  ・再編後の場所

総務部会

学校運営
部会

ＰＴＡ
部会

事務部会

校区での検討 準備会での検討

開

校

再編準備会再編地域協議会

２～３年

１～２年

校名、校歌、校章、式典などに関すること
他の部会に属さないこと など

教育内容、学校行事に関すること
学校運営協議会に関すること など

ＰＴＡの組織運営に関すること
制服、通学方法に関すること など

学校事務、移転に関すること
文書管理、備品管理等に関すること など

再編準備
本部会議

・再編準備の総括に関すること
・その他の教育委員会が必要と認める
こと

教育委員会
と合意書の
取り交わし

校区の合意形成から開校まで
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基本計画に基づく再編計画について、合意形成を図る
ことを目的に再編地域協議会の立ち上げ。

○再編の合意

　再編地域協議会で協議する事項

○再編の時期
○再編後の学校施設の場所

再編の実施についての合意
（合意書の取り交わし）

  中学校・・・建設候補地の選定
  小学校・・・学校施設の選定
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再編地域協議会における協議について



適地調査・選定

基本設計・
実施設計

用地測量・取得 造成工事

建築工事

２～３年

開

校

１～２年 １～２年

実施計画 改修工事
（必要に応じ開校
 後も改修を行う
 場合あり）

１～２年１～２年

新
設
の
場
合

改
修
の
場
合

調査・実施設計

基本計画

校区の合意形成から開校まで（施設整備）
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再編地域協議会の開催（第二中学校、伯太中学校）

【委員】
校区内の代表者２７名で構成
（原則として、各小学校校区から４名ずつ）

【開催状況】
第１回：令和６年５月２９日
第２回：令和６年８月２７日
第３回：令和６年１２月１９日
第４回：令和７年３月１３日
第５回：令和７年５月３０日
第６回：令和７年８月２２日
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中学校の選定フロー

対象区域の平坦地

＜１次選定＞

　エリアの選定

＜２次選定＞
　候補地（案）の抽出・比較検討

　（数カ所の仮位置の選定）

＜３次選定＞

　候補地（案）の絞り込み選定

建設予定地の選定

　通学負担の評価（生徒の分布状況）　

　農地に関する法規制の確認

　　・利用が可能な農地

　立地に関する評価

　整備に関する評価

　評価に基づく総合的な判断

　＋費用に関する評価
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校区だより（第二中学校、伯太中学校）
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再編地域協議会の開催（伯太地区４小学校）

【委員】
校区内の代表者１６名で構成
（各小学校校区から４名ずつ）

【開催状況】
第１回：令和７年３月２５日
第２回：令和７年５月２０日
第３回：令和７年８月２２日
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小学校の選定フロー

各学校の評価

【立地に関する評価】
　・利便性に関する評価
　・安全性の評価
　・環境性の評価
　

使用施設の候補設定

【敷地及び建物に関する評価】
　・敷地に関する評価
　・建物に関する評価

使用施設の改修項目の整理
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校区だより（伯太地区４小学校）
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第二中学校、伯太中学校及び伯太地区４小学校再編
に伴う整備計画スケジュール（案）
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16

各校区の現在の進捗状況
再編校区 進捗状況

第二中・伯太中再編

○再編地域協議会での合意内容
 ①第二中学校、伯太中学校を再編すること
 ②再編場所は第二中学校とその隣接地とすること
 ③開校時期は令和１３年度を目途に開校を目指すこと
○校舎建設、用地取得及び用地造成に向け協議中

広瀬小・山佐小・
布部小再編

○再編地域協議会での合意内容
 ①広瀬、山佐、布部小を再編すること
 ②再編場所は広瀬小とすること
 ③開校時期は令和９年４月１日とすること
  ただし、山佐小は令和８年４月１日から広瀬小へ再編すること
○再編準備会を開催し、開校に向け調整中

宇賀荘小・南小・
能義小再編 ○１１月に再編地域協議会を立ち上げ予定

安田小・母里小・
井尻小・赤屋小再編

○再編地域協議会での合意内容
 ①安田、母里、井尻、赤屋小学校を再編すること
 ②再編場所は現在の伯太中学校とすること
 ③開校時期は令和１４年度を目途に開校を目指すこと。
  ただし、井尻小学校は令和９年４月１日から母里小学校へ再編すること

飯梨小・荒島小再編 ○再編地域協議会を開催し協議中
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わたしたち大人が

未来を生きる子どもたちのため

今　考えるときである
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